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つ な ん じ か ん

雪
ゆき

　墓
はか

「暑さ寒さも彼岸まで」とはよく言いますが、
多雪地帯のこの津南町、役場の積雪計も
まだ２メートル近い雪があります。

冬の間降った雪でお墓はすっぽり雪の中。
大雪の時は掘り出すのが大変なので、
お墓の上に雪で祠

ほこら

や壇
だん

を作り、
そこにお供え物や線香をあげます。

津南でも大雪の時にしか見られない風景。
それがこの、雪で作るお墓です。

（P.21 の津南石像物散歩もご覧ください）
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特集
 ～いつまでも忘れない～
外丸小学校・中津小学校
閉校する 2 校のあゆみ

つなんまちかどスケッチ
津南雪まつり

見て・知って・得をする かわらばん
国保だより
は～い保健師です・健康づくりアラカルト
ライブラリーコーナー・ペンリレー
つなんの文芸
いきいき大好き津南町
Ｔａｐでいこう！・津南石造物散歩
病院歳時記　年金コーナー
100 日運動　議会コーナー
しあわせ♡応援隊から愛を込めて・ジオサイトを探検し隊！
なじょもん通信・戸籍の窓・広報編集室・津南町の人口

vol.645　3月20日号

広報つなん
もくじ     -contents-

regulars

features

町では津南音声訳の会さんに広報
つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホーム
ページをご覧いただくか、詳しく
は総務課 (765-3112) までお問
い合わせください。



広報 4平成27年３月号

特 

集
外
丸
小
学
校 

閉
校

閉
校
記
念
式
典
で
の
お
披
露
目
に
向
け

こ
の
母
校
で
か
つ
て
学
ん
だ
卒
業
生
が
建
て
た
木
柱
は
、

ま
る
で
八
本
杉
の
よ
う
に
外
丸
校
の
標
と
し
て

外
丸
小
の
入
り
口
に
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

胸
に
と
ど
め
た
数
え
切
れ
な
い
感
謝
と
と
も
に

こ
こ
で
学
ん
だ
思
い
出
を
忘
れ
な
い
た
め
に
。

い
つ
ま
で
も



特集 いつまでも忘れない　外丸小学校・中津小学校　閉校

5 広報 平成27年３月号

中
津
小
学
校 

閉
校

閉
校
記
念
式
典
の
あ
と
に
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
中
津

小
学
校
プ
チ
同
窓
会
」
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
母
校
と
再

会
し
た
多
く
の
卒
業
生
も
参
加
し
ま
し
た
。
今
は
地
元

を
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
、こ
の
日
は
み
ん
な「
在
校
生
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
あ
の
日
を
懐
か
し
む
よ
う
に
母
校
と
の
思

い
出
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。 忘

れ
な
い



広報 6平成27年３月号

■
明
治
７
年
１
月
10
日

　

外
丸
村
善
玖
院
の一
部
を
借
り
開
学

■
明
治
11
年
７
月

　

現
在
の
外
丸
公
民
館
の
位
置
に
校

舎
新
築
移
転

　

学
校
名「
第
６
大
学
区
新
潟
県
第
６

中
学
校
区
５
番
小
学
公
立
外
丸
校
」

■
明
治
18
年
８
月

　

小
岡
集
落
に
下
平
校
新
設

■
明
治
20
年

　
「
尋
常
科
外
丸
小
学
校
」を
設
置

■
明
治
43
年

　

校
舎
が
狭
く
な
っ
た
た
め
改
築
工
事　

３
月　

現
位
置
に
新
築
工
事

■
大
正
13
年
２
月

　

電
灯
の
取
り
付
け

■
昭
和
14
年

　

新
校
舎
２
階
建　

６
教
室
を
増
築
、

落
成
式
挙
行

■
昭
和
15
年

　

プ
ー
ル
完
成（
石
畳
に
よ
る
手
造
り
）

■
昭
和
22
年
４
月

　

学
制
変
更
に
よ
り
新
潟
県
中
魚
沼

郡
外
丸
村
外
丸
小
学
校
と
改
名

■
昭
和
30
年
１
月

　

町
村
併
合
に
よ
り
新
潟
県
中
魚
沼

郡
津
南
町
立
外
丸
小
学
校
と
改
名

■
昭
和
37
年　

完
全
給
食
開
始

40
年
余
の
時
を
越
え

校
歌
の
彫
刻
作
品
完
成

　

か
つ
て
昭
和
48
年
度
卒
業
生
が
木

調
板
に
校
歌
の
一
番
を
、
51
年
度
卒

業
生
が
二
番
を
銅
板
に
彫
刻
し
、
現

在
は
玄
関
前
に
あ
る
ピ
ロ
テ
ィ
に

飾
っ
て
い
る
。
閉
校
し
て
し
ま
う
前

に
な
ん
と
か
完
成
で
き
な
い
も
の
か

と
、
児
童
や
保
護
者
、
学
校
が
話
を

し
、
閉
校
記
念
の
一
つ
と
し
て
今
年

度
、
三
番
が
完
成
。

　

自
ら
も
二
番
の
校
歌
を
彫
り
、
２

人
の
子
ど
も
を
在
校
生
に
も
つ
涌

井
由
喜
子
さ
ん
は
、「
彫
っ
て
い
て
、

思
わ
ず
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
終
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
と
思
う
と

な
ん
だ
か
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
が
、
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

親
子
で
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。」

と
振
り
返
る
。

　

三
番
が
刻
ま
れ
た
銅
板
は
、
一
番

や
二
番
と
共
に
校
舎
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

H
istory

歴
史

地区民一体となった創立 140 周年記念運動会

昭和15年 プール完成

水泳大会

外
丸
小
学
校
１
４
０
年
の
あ
ゆ
み

細い小さい杉の子が2、300年たった後、
この大木になったのだ
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7 広報 平成27年３月号

■
昭
和
39
年

　

90
周
年
記
念
の
行
進

外丸小学校のシンボルと言えば？
　外丸と言えば、鎮守の森「八

はっぽんすぎ

本杉」です。

　小学校を仰ぎ見る氷山の登山道の入り口にあり、

昔から子どもたちを見守ってきました。夏の冷た

いプールに、冬の吹雪の中で賢明に育った「外丸っ

子」は、「冬はスキーで身を鍛え　夏はプールで

技を練る」と校歌にもあるように多くのスキーや

水泳大会で活躍。地域や保護者の温かい声援や協

力がとても印象的だったと記念誌で何人もの方が

感謝とともに当時を振り返っています。

　また、八本杉はジオサイトにも選ばれており、

八本杉を描い

た 昭 和 30 年

に贈られた川

上 四 郎さんの

軸は、 小学校

の行事の際に、

大 事に今も掛

けられています。

■
昭
和
49
年

　

校
歌
１
番
の
木
彫
板
作
品
完
成　

樽
田
分
校
閉
校
式

■
昭
和
52
年

　

校
歌
２
番
の
銅
板
作
品
完
成

■
昭
和
59
年

　

新
校
舎
、管
理
棟
、体
育
館
完
成　

竣
工
記
念
式
典
挙
行

■
平
成
９
年

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
灯
三
基
設
置

■
平
成
16
年

　

創
立
１
３
０
周
年
記
念
大
運
動
会
、

学
習
発
表
会
、記
念
誌
発
行

■
平
成
23
年
３
月
12
日

　

地
震
に
よ
り
体
育
館
天
井
、壁
面

パ
ネ
ル
落
下
等
の
被
害

■
平
成
26
年
１
月
10
日

　

創
立
記
念
日(

満
１
４
０
年)

■
平
成
26
年
６
月

　

校
歌
３
番
の
銅
板
作
成

■
平
成
26
年
８
月
８
日

　

プ
ー
ル
納
め　

延
べ
１
４
０
人
リ

レ
ー
実
施

■
平
成
26
年
11
月

　

閉
校
記
念
式

航空写真

140周年記念 航空写真

■
平
成
27
年
２
月

　

町
ス
キ
ー
大
会　

ク
ロ
カ
ン
リ

レ
ー
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝



広報 8平成27年３月号

■
安
政
３
年
～
明
治
３
年

　

赤
山
義
塾
が
開
か
れ
る

■
明
治
７
年

　

組
合
存
立
秋
成
校
創
設

■
明
治
８
年

　

秋
成
校
を
中
深
見
船
山
大
竜
院
に

移
し
、
中
深
見
校
と
改
称

■
明
治
９
年

　

田
代
・
秋
成
に
分
校
増
設
。
赤
沢
、

芦
ヶ
崎
、
倉
俣
、
重
治
と
合
わ
せ

て
６
校
と
な
る
。

■
明
治
11
年

　

秋
成
本
村
に
校
舎
を
新
築
、
秋
成

校
を
復
称
。

■
明
治
18
年

　

学
区
が
第
22
小
学
校
区
と
改
め
ら

れ
、
秋
成
校
は
「
高
等
小
学
校
秋

成
校
」
と
な
る
。

■
明
治
22
年

　

尋
常
小
学
校
秋
成
校
と
改
称

■
明
治
25
年

　

村
立
中
深
見
尋
常
小
学
校
、
村
立

秋
成
尋
常
小
学
校
が
独
立
発
足

■
明
治
26
年

　

村
立
中
深
見
尋
常
小
学
校
の
校
舎

が
落
成
し
、
竜
源
寺
借
館
か
ら
移

転
■
明
治
39
年

　

中
津
高
等
小
学
校
が
設
立

■
昭
和
９
年

　

中
深
見
尋
常
高
等
小
学
校
・
秋
成

尋
常
高
等
小
学
校
の
新
校
舎
落
成

■
昭
和
16
年

　

国
民
学
校
制
実
施
、
校
名
を
「
秋

成
国
民
学
校
」「
中
深
見
国
民
学

校
」
と
改
称

■
昭
和
22
年

　

六
三
制
の
新
学
制
が
実
施
さ
れ「
秋

成
村
立
秋
成
小
学
校
」「
中
深
見

村
存
立
中
深
見
小
学
校
」と
改
称

■
昭
和
30
年

　

津
南
町
立
中
津
小
学
校
設
置

■
昭
和
31
年

　

中
津
小
に
農
繁
保
育
所
が
開
設

■
昭
和
33
年

　

台
風
２
１
号
に
よ
る
豪
雨
の
た
め
、

船
津
川
氾
濫
し
、
新
校
舎
床
下
浸

水
■
昭
和
36
年　

放
送
機
器
を
設
置

赤せ
き
さ
ん山

義ぎ

塾じ
ゅ
く

　

学
制
頒
布(

明
治
５
年)

以
前
の
教

育
は
、い
わ
ゆ
る
寺
子
屋
で
一
部
の

者
が
、読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
を
主
に

し
て
手
習
い
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

　

本
郡
内
で
は
、読
み
書
き
そ
ろ
ば

ん
を
教
え
る
だ
け
の
手
習
師
匠
や

寺
子
屋
は
ど
こ
に
も
あ
っ
た
が
、人

間
教
育
の
た
め
に
、「
学
問
」を
教
え

る
所
は
ご
く
稀
で
あ
っ
た
。こ
う
し

た
中
で
、我
が
船
山
の
地
で
は
す
で

に
、赤
山
義
塾
が
開
か
れ
て
、向
学
心

に
燃
え
る
近
在
の
子
女
三
十
数
名
が
、

学
問
を
続
け
て
い
た
。（
芦
ヶ
崎
方
面

か
ら
は
馬
で
塾
通
い
し
た
と
い
わ
れ

る
）

　

赤
山
義
塾
は
、元
長
岡
藩
士
の
長

沢
慎
五
郎
が
、安
政
３
年
か
ら
明
治

６
年（
船
山
で
は
明
治
３
年
ま
で
）に

至
る
十
七
年
間
に
、多
く
の
偉
材
を

育
て
た
輝
か
し
い
歴
史
を
も
っ
て
い

る
。

　

長
沢
慎
五
郎
は
号
を
赤
山
と
い
い
、

幕
府
の
与
力
に
な
っ
た
。多
く
の
学

者
と
交
わ
っ
て
学
問
に
は
げ
む
と
と

共
に
、槍
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。

　

進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
人
物
で
、

国
禁
の
貿
易
を
企
て
た
の
が
発
覚
し

て
牢
に
つ
な
が
れ
た
。ま
も
な
く
許

さ
れ
た
が
、世
を
い
き
ど
お
っ
て
、秘

境
秋
山
の
郷
へ
か
く
れ
住
ん
だ
。得

意
の
槍
で
熊
狩
り
を
し
な
が
ら
、一

介
の
猟
師
に
な
り
さ
が
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、船
山
の
芦
竜
和
尚
が
、

赤
山
先
生
の
易
学
を
き
い
て
、そ
の

学
問
と
見
識
の
深
さ
に
驚
き
、先
生

と
し
て
迎
え
、龍
源
寺
の
一
室
を
塾

に
し
て
い
た
が
、の
ち
船
山
に
塾
舎

を
建
て
、下
学
斉
と
名
づ
け
、の
ち
に

赤
山
義
塾
と
改
め
た
。

（
中
津
小
学
校
１
０
０
年
史
よ
り
）

中
津
小
学
校
１
４
０
年
の
あ
ゆ
み

進取の中津、希望の中津

H
istory

歴
史

昭和 30 年頃の運動会

明治45年度 増築落成記念
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■
昭
和
38
年

　

映
写
機
購
入

■
昭
和
42
年

　

プ
ー
ル
竣
工　

建
設
工
事

中津小学校のシンボルと言えば？
　中津小学校のグラウンドにあるメタセコイアの木。10

ｍほどにまで成長した木は、今の校舎になる前から、グラ

ウンドで遊ぶ子どもたちをずっと見守ってきました。

　天に向かってどこまでも伸びる２本の木は、青空によく

似合います。

　卒業生の一人、樋口明さんは、「昔はもう少し、今のと

ねりこの木の場所（写真右）にも何本かあった。いつ植え

られたのかは分からな

いけれど、よく遊んだ

よ」と話す。卒業生の

みなさんは、この木で

遊んだ思い出もあるの

ではないでしょうか。

校歌 記念碑に
　平成 26 年 11 月 16 日に

行われた閉校記念式典では、

校歌を刻印した石碑の除幕

式が行われました。

■
昭
和
49
年

　

創
立
百
周
年
記
念
式
典
及
び
大
文

化
祭

■
昭
和
53
年

　

校
舎
第
一
期
工
事
完
了
・
校
舎
移

転
作
業

■
昭
和
54
年
度

　

新
校
舎
建
築
中

■
昭
和
59
年

　

創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
（
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
・
学
芸
会
）

■
昭
和
62
年

　

プ
ー
ル
飛
び
込
み
台
設
置　

全
面

塗
装
工
事　

グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事

■
平
成
５
年

　

中
津
峡
小
学
校
統
合

■
平
成
６
年

　

初
め
て
外
国
人
の
英
語
の
先
生

（
ジ
ョ
ア
ン
先
生
）
が
来
校

■
平
成
８
年

　

大
赤
沢
小
学
校
閉
校

■
平
成
10
年

　

大
赤
沢
分
校
開
校

■
平
成
12
年

　

校
舎
大
規
模
改
修
工
事

■
平
成
13
年

　

児
童
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
17
台
導
入

■
平
成
16
年

　

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典　

中

越
地
震
に
よ
り
11
月
に
延
期

■
平
成
23
年

　

今
年
度
を
も
っ
て
大
赤
沢
分
校
が

休
校

■
平
成
24
年

　

見
玉
・
大
久
保
公
園　

桜
の
植
樹

■
平
成
26
年
11
月

　

中
津
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

プール建設工事スキー授業（中津スキー場）
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全
部
が
ん
ば
り
た
い
で
す

中
津
小
学
校　

１
年　

藤
ノ
木　

美み

い衣
さ
ん

　

津
南
小
学
校
で
は
、
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
た
り
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん

だ
り
、
全
部
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

中
津
小
学
校
で
の
思
い
出
は
地
域
の
方
も
た
く
さ
ん

来
て
く
れ
た
運
動
会
で
す
。。
玉
入
れ
が
た
の
し
か
っ
た

で
す
。
お
家
の
人
や
恵
福
園
の
か
た
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
を
し
た
の
が
、
い
い
思
い
出
で
す
。

楽
し
か
っ
た
こ
と

中
津
小
学
校　

１
年　

桑
原　

さ
や
か
さ
ん

　

中
津
小
学
校
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
１
４
０
周
年

の
学
習
発
表
会
で
す
。
１
年
生
で
応
援
団
を
作
っ
て
発

表
し
た
り
、
劇
を
し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

交
流
会
で
は
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
の
を
と
て
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

津
南
小
学
校
に
い
っ
た
ら
、
習
っ
て
い
る
英
語
と
ピ

ア
ノ
を
続
け
て
い
き
た
い
の
と
、
音
楽
を
頑
張
り
た
い

で
す
。

４
月
か
ら
は

み
ん
な
と
も
だ
ち

こ
の
一
年
間
、
外
丸
小
学
校
・
中
津
小
学
校
と

津
南
小
学
校
の
交
流
会
を
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
り

行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
は
ず
か
し
さ
か
ら
か
、
た
ど
た
ど
し
か
っ

た
あ
い
さ
つ
も
、
交
流
を
重
ね
る
ご
と
に
自
然
と
お

話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
校
が
一
緒
に
な
り
、
今
ま
で
と
変
わ
る
環
境
。

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
児
童
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い

外
丸
小
学
校　

５
年　

齋
喜　

幸こ
う
せ
い成

さ
ん

　

外
丸
小
学
校
で
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
今
月
は
「
杉
の
子
委
員
会
」
で
最
後
に
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
企
画
し
、
外
丸
小
学
校
の
屋
上
で
給
食
を

食
べ
ま
し
た
。
天
気
も
よ
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

津
南
小
学
校
は
友
達
が
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

さ
ら
に
お
も
し
ろ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
友
達
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い
で
す
。
４
月
か
ら
は
６
年
生
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

外
丸
小
学
校　

３
年　

風
巻　

荘そ
う

太た

さ
ん

　

津
南
小
学
校
に
行
っ
た
ら
、
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
体
育
館
は
と
て
も
広

く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
で
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
の
が
た
の
し
み
で
す
。

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
自
動
車
を
直
す
人
に
な
る
こ
と
。
二
つ
め
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
の
夢
が
叶
う
よ
う
に
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

～
そ
し
て
未
来
へ
～

あ
り
が
と
う 

外
丸
小
学
校

中
津
小
学
校

４
月
か
ら
新
生
津
南
小
学
校
で
の

生
活
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

新
し
い
環
境
に
な
っ
て
も

た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
作
っ
て

明
る
く
・
元
気
に

過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

　

津
南
病
院
産
婦
人
科
は
、
県
立
十
日
町
病
院

の
協
力
を
得
て
、
月
曜
日
と
金
曜
日
の
週
２
日

間
、
外
来
診
療
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
４
月
か
ら
十
日
町
病
院
産
婦
人
科
の

縮
小
に
と
も
な
い
、
津
南
病
院
で
の
派
遣
医
師

に
よ
る
産
婦
人
科
診
療
が
継
続
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
３
月
30
日
㈪
の
診
療
を
も
っ
て
産
婦

人
科
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

　

他
の
診
療
科
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
立
津
南
病
院　

医
事
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
６
１

　

今
年
度
１
回
目
と
な
る
専
門
医
に
よ
る
、
も

の
わ
す
れ
相
談
会
（
認
知
症
相
談
会
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
27
年
４
月
16
日
㈭

　

警
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
９
日
㈭
ま
で

■
試
験
日
程　

第
１
次
試
験　

５
月
10
日
㈰

■
試
験
会
場　

新
潟
市

■
受
験
職
種　

男
性
・
女
性
警
察
官
Ａ

　

春
う
ら
ら
か
な
風
の
な
か
、
新
た
な
門
出
の

成
人
式
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

該
当
者
は
、
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
開
催
期
日

　

平
成
27
年
５
月
３
日
㈰　

憲
法
記
念
日

■
開
催
場
所　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

　
　
　
　
　
　

６
階
オ
ー
ロ
ラ

■
日
程

　

○
受
付
・
個
人
写
真
撮
影

　
　
　

午
後
１
時
～
１
時
50
分

　

○
成
人
式
式
典

　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

　

○
記
念
撮
影

町
立
津
南
病
院

産
婦
人
科
外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度　

第
１
回

も
の
わ
す
れ
相
談
会
の
お
知
ら
せ

警
察
官
募
集

津
南
町
成
人
式

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　

午
後
２
時
40
分
～
３
時
20
分

　

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

■
送
迎
バ
ス

　

○
行
き 

午
後
０
時
30
分　

旧
上
郷
中
入
口
発

　
　

     　

午
後
０
時
50
分　

役
場
発

　

○
帰
り 

午
後
５
時
45
分　

会
場
発

■
参
加
費　

お
一
人　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
受
付
で
集
め
ま
す
）

★
成
人
式
の
該
当
者
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付

済
み
で
す
。
返
信
は
が
き
で
出
欠
の
有
無
・

送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
等
を
、
４
月
10
日
㈮

ま
で
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

★
万
一
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
該
当
者
で
、
案

内
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
お
手
数
で
も
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　
　
　
　
　
　

男
性
・
女
性
警
察
官
Ｂ

■
受
験
資
格

○
男
性
・
女
性
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
者
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

大
学
卒
業
者
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。

○
男
性
・
女
性
警
察
官
Ｂ
（
大
学
卒
業
者
以
外
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
者
ま
た

は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
、
第
一
次
試
験
受
験
時
に
高
等

学
校
の
在
学
中
の
人
は
除
く

■
採
用
予
定
日　

平
成
28
年
４
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
警
察
署
（
℡
７
５
２
‐
０
１
１
０
）

ま
た
は
交
番
・
駐
在
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

　
　
　
　
　
　

稲
月
先
生　

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

４
月
９
日
㈭

　

た
だ
し
、
定
員
（
４
名
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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昨
年
度
と
自
己
負
担
額
、
検
査
内
容
が
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
平
成
27
年
度
健(

検)

診
申
込
み
の
際

に
お
送
り
し
た
「
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
・
人

間
ド
ッ
ク
検
診
の
ご
案
内
」
も
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
療
育
手
帳
と
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
カ
バ
ー
と
台
紙
の

色
が
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
（
青
色
）

と
台
紙
（
黄
色
）
の
色
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
手
帳
の
更
新
等

か
ら
随
時
、
新
し
い
手
帳
へ
移
行
が
始
ま
り
ま

す
。（
新
し
い
手
帳
に
切
り
替
わ
る
ま
で
の
間

も
、
現
在
所
持
す
る
手
帳
は
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
ま
す
。）

　

更
新
期
間
よ
り
前
に
新
し
い
手
帳
へ
の
変
更

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
に
現
在
お
持
ち
の
手
帳
と
写
真
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
と
印
鑑
（
認
印
で
可
）
を
お
持
ち

の
う
え
福
祉
保
健
課
ま
で
手
続
き
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
（
特
定
健
康

診
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
る
た
め
の
『
受
診
券
』
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
保
険
証
・『
受
診
券
』・
自
己

負
担
金
を
ご
持
参
の
上
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
！

■
受
診
券
送
付
時
期　

平
成
27
年
４
月
中

　
（
平
成
26
年
12
月
以
降
に
協
会
け
ん
ぽ
加
入

の
方
は
、
５
月
以
降
）

■
受
診
対
象
者　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
証
を
お

持
ち
の
、40
～
74
歳
の
被
扶
養
者（
ご
家
族
）の
方

■
受
診
場
所　

健
診
実
施
施
設
、
市
が
実
施
す

る
集
団
健
診
会
場
な
ど

　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
が
次
の
通
り
行
わ

れ
ま
す
。
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
さ
れ

て
い
る
方
は
、
審
査
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場
及
び
日
時

○
新
潟
会
場

　
（
県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館
）

　

平
成
27
年
４
月
16
日
㈭
・
８
月
20
日
㈭
・
11

月
19
日
㈭
・
平
成
28
年
１
月
21
日
㈭

○
長
岡
会
場

　
（
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
２
階
・
大
会
議
室
）

　

平
成
27
年
６
月
18
日
㈭
・
10
月
15
日
㈭
・
平

成
28
年
２
月
18
日
㈭

■
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
時
間

■
持
参
す
る
も
の

平
成
27
年
度

　
　

津
南
病
院
人
間
ド
ッ
ク

障
害
者
手
帳
の
色
が

統
一
さ
れ
ま
す

命
を
守
る
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　北越急行では、ほくほく線を愛好される沿
線地域の皆さまや全国の皆さまから広くご利
用いただくとともに、沿線地域の活性化を図
るため、「ほくほくスマイルクラブ」を設立し、
沿線を大いに楽しみ、地域の魅力を発信でき
る会員を募集します。どなたでもご入会でき
ます。
　会員の皆さまから頂いた会費は、クラブの
活動費やほくほく線の利用促進活動、沿線の
地域活性化活動等に活用します。
＜特典＞オリジナル会員証の交付、鉄道イベ

ントに招待、オリジナルグッズのプ
レゼント、イベントの情報提供など

＜会員＞ほくほく会員（中学生以上）2,000 円
　　　　わくわく会員（70 歳以上または自動

車免許返納者）2,000 円
　　　　にこにこ会員（小学生以下※保護者の

入会が条件です。）1,000 円 
＜応募・お問い合わせ＞
　北越急行㈱ ほくほくスマイルクラブ担当係
　TEL 025-750-1251 FAX 025-750-1252
後援：ほくほく線沿線地域振興連絡協議会

ほくほくスマイルクラブ
会員募集

平成27年4月1日より受付開始！

■
自
己
負
担
額

・
津
南
町
国
保
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

１
８
，０
０
０
円

・
社
会
保
険
加
入
者

　

２
２
，０
０
０
円

■
検
査
内
容
の
変
更
箇
所

・
胃
が
ん
検
査
を
胃
カ
メ
ラ
で
受
け
た
い
か
た

は
、追
加
料
金（
３
，０
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

・
産
婦
人
科
休
診
に
伴
い
、
子
宮
が
ん
検
査
が

な
く
な
り
ま
す
。

・
前
立
腺
が
ん
検
査
が
全
年
齢
で
、追
加
料
金

（
２
，０
０
０
円
）で
受
け
ら
れ
る
検
査
と
な
り

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
病
院　

℡
７
６
５
‐
３
１
６
１

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が
発
行

し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円
を

新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
１
９

■
費
用　

無
料
～
１
，５
２
６
円

　

詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
届
く
黄
色
い

封
筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

な
お
、
保
険
証
の
記
号
番
号
が
変
更
に
な
っ

た
方
は
、
新
し
い
『
受
診
券
』
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部 　

保
健
グ
ル
ー
プ

　

℡
０
２
５
‐
２
４
２
‐
０
２
６
４

先月の北陸新幹線の記事の中で、飯山駅発の上りを 14 本と書きましたが、
そのうちの２本は平日のみの運行でした。訂正してお詫びします。
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 自慢のレシピで競いあう
— ３月８日　津南町・栄村・秋山郷“食の祭典”名物料理コンテスト —

 交通安全を願って
— 2月23日　交通安全体操着袋 —

 津南の未来は僕たちが創る
— 2月25日　苗場山麓ジオフォーラム —

Tsunan Event Sketch.

　十日町地区交通安全協会では、毎年、新一年生を対象に交
通安全啓発品を贈呈しています。今回は登下校時に体操着な
どを入れておける便利な袋です。ぜひ使ってね。

　津南小学校チャレンジ学年（６学年）による「苗場山麓ジ
オフォーラム」が文化センターホールを会場に行われまし
た。総合的な学習の時間を中心に学習した苗場山麓ジオ
パークにちなみ、この津南町の魅力を発信する各プロジェ
クト（ジオパークゆるキャラ・ジオカルタ・ジオパークPR動
画・ジオスタンプラリー・ジオ絵本・ジオパークPRソング）に
分かれ、制作しました。

　44点の応募の中から、一次審査を通過した９品による実
食形式で行われました。料理はどれも審査員を唸らせる完
成度で、甲乙付けがたく、石坂豊明長野調理製菓専門学校長
をはじめとする７名の審査員が頭を抱えるほどでした。
　最優秀賞　とちろこりん（栃の実クッキー） 山田　恵子さん
　優　秀　賞　苗場山麓ジオパークの晩秋 風巻　晃子さん
　　　　　　大地のカレー～冬～ 恩田　正幸さん
　　　　　　Seasonガレット 出澤真理子さん
　　　　　　苗場山麓の恵みロール 大関　和子さん

↑それぞれに自慢の一品が会場を盛り上げました

↑桑原教育長に手渡す半戸正志副会長（中央）と富井専務（右）

↑スクリーンとプロジェクターを使い、発表をする子どもたち

Ｔタ

カ

ラ

モ

ノ

ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ

　
　

～
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
～

　
　
　
　
　
　
　

作
詞
：
津
南
小
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
年

ジ
オ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

作
曲
：
渡
邉 

和
幸 

先
生

☆
た
っ
た
一
つ
の
タ
カ
ラ
モ
ノ

　

僕
ら
が
津
南
の
未
来
を
創
る
…

初
め
て
知
っ
た
ジ
オ
パ
ー
ク　

心
の
中
い
つ
も
ド
キ
ド
キ

何
だ
ろ
う
？
っ
て
思
う
こ
と
が　

ワ
ク
ワ
ク
感
を
増
し
て
く

こ
の
地
に
し
か
な
い
自
然
を　

た
く
さ
ん
の
奇
跡
を

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
ん
だ

思
う
よ
う
に
い
か
な
く
て
も　

そ
れ
で
も
伝
え
た
い
！

津
南
に
生
き
て
く
一
人
と
し
て

★
た
っ
た
一
つ
の
タ
カ
ラ
モ
ノ

　

津
南
は
た
だ
の
い
な
か
じ
ゃ
な
い
の
さ

　

あ
ふ
れ
る
自
然
の
中　

生
ま
れ
た
奇
跡
の
大
地

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
！

　

僕
ら
が
津
南
の
未
来
を
創
る
！

津
南
を
見
下
ろ
す　

苗
場
山　

思
い
き
り
深
呼
吸
し
た
い

長
い
坂
を
上
る
と
見
え
る　

河
岸
段
丘　

日
本
一

緑
に
き
ら
め
い
て
光
る　

龍
ヶ
窪
の
水
面（
み
な
も
）

竜
神
伝
わ
る
ミ
ス
テ
リ
ー

ゆ
れ
る
見
倉
橋
の
上　

そ
よ
ぐ
風　

僕
ら
の
心
を
動
か
し
て
く
…

★
た
っ
た
一
つ
の
タ
カ
ラ
モ
ノ

　

津
南
は
た
だ
の
い
な
か
じ
ゃ
な
い
の
さ

　

あ
ふ
れ
る
自
然
の
中　

生
ま
れ
た
奇
跡
の
大
地

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
！

　

僕
ら
が
津
南
の
未
来
を
つ
な
ぐ
！

深
雪（
み
ゆ
き
）に
眠
る
縄
文
の
跡
に
浮
か
ぶ　

古
代
の
津
南

そ
こ
に
生
き
た
人
の
ス
ト
ー
リ
ー　

い
つ
か
知
れ
た
ら
い
い
な
…

★
た
っ
た
一
つ
の
タ
カ
ラ
モ
ノ

　

津
南
は
た
だ
の
い
な
か
じ
ゃ
な
い
の
さ

　

あ
ふ
れ
る
自
然
の
中　

生
ま
れ
た
奇
跡
の
大
地

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
！

　

僕
ら
が
津
南
の
未
来
を
つ
な
ぐ
…

　

僕
ら
が
津
南
の
未
来
を
創
る
！

　

ラ
ラ
ラ
・
・
・
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①チーム騎寒暴によるスノーモービル体験
②雪の迷路とかまくら神社
③巨大なスノーウェーブジャンプ台
④平野壮弦先生による雪壁への書のアート
⑤雪上自転車の試乗も
⑥天狗によるどうろく神点火
⑦マーレーズによるステージ演奏
⑧snowwave女子優勝は地元津南の佐藤夏生選手
⑨雪まつりの最後を締めくくったスカイランタン
⑩翌日に行われたスカイランタンの回収作業

①

②

③⑦⑧

⑩

⑨

④⑤

⑥

第39回
津南雪まつり
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 K

OK
UH

O KOKUHO 

LETTER

国

だ
よ
り

国
保
の
加
入
、脱
退
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
新
た
に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
と
き
、
ま
た
は
職
場
の
健
康
保
険
加
入
者
が
脱
退
し
、
新

た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
は
、
会
社
で
の
手
続
き

と
は
別
に
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
脱
退
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

手
続
き
が
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
保
険

料
が
二
重
に
か
か
っ
た
り
、
一
度
に
多
額
の
保

険
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
脱
退
の
あ
っ
た
と

き
は
、
下
記
を
ご
覧
の
う
え
で
、
二
週
間
以
内

に
税
務
町
民
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
保
の
加
入
、
脱
退
手
続
き
が
行
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
期
間
に
病
院
に
か
か

る
際
は
、
以
前
の
健
康
保
険
証
は
使
わ
ず
に
、

健
康
保
険
が
切
り
替
え
予
定
で
あ
る
こ
と
を

病
院
窓
口
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
加
入

　

退
職
す
る
と
き
・
ご
家
族
の
健
康
保
険
の
扶

養
か
ら
外
れ
る
と
き

　

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
後
、
そ
れ
ま
で
の

保
険
の
任
意
継
続
や
、
ご
家
族
の
社
会
保
険
の

扶
養
に
入
ら
な
い
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

日
本
で
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
と
っ
て
い
る

た
め
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
期
間
の
保
険
料
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

請
求
さ
れ
る
た
め
、
一
時
的
に
保
険
料
の
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書

・
印
鑑

▼
国
保
脱
退

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
就
職

す
る
と
き
・
ご
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
加

入
す
る
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
脱
退
の
手
続
き
を
役
場
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
し
て
も
、
国
保
か
ら
の
脱
退
手
続
き
が
自
動

的
に
さ
れ
な
い
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
だ
と
、
職
場
の
保
険
と
国
民
健
康
保
険

で
保
険
料
が
二
重
に
請
求
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
手
続
き
が
行
わ
れ
る
と
、
正
し
い
保
険
料
が

計
算
さ
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
脱
退
の
手
続
き
が
な
い
ま
ま
国
民
健

康
保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
後
日
町

に
給
付
費
の
返
還
を
行
い
、
職
場
の
健
康
保
険

に
改
め
て
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証

　
（
ま
た
は
そ
の
加
入
証
明
書
）

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

福祉保健課 保健班

久
く ぼ た

保田　洋
ひろあき

昭
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花
粉
症
に
注
意
!!

３
月
。
暖
か
な
光
を
受
け
、
雪
深
い
津
南
に

も
少
し
ず
つ
、
雪
消
え
が
進
み
土
の
中
で
は
若

芽
が
顔
を
出
す
準
備
を
し
て
い
る
時
期
。
私
た

ち
も
寒
さ
で
縮
こ
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
心
を

ほ
ぐ
し
て
、
の
び
の
び
過
ご
し
た
い
季
節
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
花
粉
症
の
人
に
は

と
て
も
つ
ら
い
季
節
で
す
。
今
日
本
人
の
３
～

４
人
に
１
人
が
花
粉
症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
は
主
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
が
原
因
で
す
。

花
粉
症
の
か
た
は
花
粉
を
異
物
と
判
断
し
て
体

外
に
追
い
出
そ
う
と
す
る
反
応
が
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
。

○
風
邪
と
花
粉
症
の
症
状
の
違
い

風
邪
＝
鼻
水
・
発
熱
の
有
無
・
の
ど
の
痛
み
等

花
粉
症
＝
鼻
水
・
目
の
か
ゆ
み
・
な
み
だ
目
等

○
対
策

・
花
粉
の
多
い
時
間
（
午
前
中
、
夕
方
）
を
で

き
る
だ
け
避
け
て
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
、
メ

ガ
ネ
、
帽
子
な
ど
を
着
用
し
、
体
内
に
入
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
食
事
の
面
で
は
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
等

の
青
背
の
魚
に
含
ま
れ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ

サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
が
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を

お
さ
え
て
く
れ
る
働
き
を
し
ま
す
。
又
野
菜

に
多
い
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
が
抵
抗
力
を

つ
け
て
く
れ
ま
す
。
積
極
的
に
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
の
治
療
で
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
症
状
が
進
む
と
薬
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

私
は
今
の
と
こ
ろ
花
粉
症
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
最
近
身
近
に
花
粉
症
で
つ
ら
い
症
状
を
抱

え
て
い
る
方
々
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
花
粉
症
に
か
か
っ
た
ら
、
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
こ
の
時
期
を
で
き
る
だ
け
快
適

に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」が目標

で
す

中な
か
む
ら村

　
チ
エ
子
さ
ん
　
80
歳
　（
堂
平
）

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

り
た
い
。
こ
れ
が
私
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。

１
日
の
始
ま
り
は
ま
ず
お
茶

を
一
杯
。
６
時
25
分「
E
テ
レ
」

の
テ
レ
ビ
体
操
。
身
体
を
動
か

し
て
か
ら
食
事
と
仕
事
の
予
定

を
立
て
る
。

『
長
生
学
園
』と『
水
中
運
動
』

に
は
、
何
を
お
い
て
も
時
間
は
作
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
時
間
が
無
い
と
い
う
人
も
い
る

け
れ
ど
、
時
間
は
自
分
で
作
る
も

の
だ
と
、
私
は
思
う
。

水
中
運
動
も
、
も
う
10
数
年
。

今
で
は
一
番
の
楽
し
み
で
あ
る
。

大
勢
の
仲
間
が
で
き
、
勉
強
に
な
っ

た
り
（
頭
の
体
操
）、
筋
肉
を
作
る

こ
と
で
〝
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
〟
で

生
き
ら
れ
る
様
に
と
、
心
に
念
じ

て
い
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
も
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
継
続
は
力
な
り
と
申
し

ま
す
が
、
一
人
で
は
な
か
な
か
続

き
ま
せ
ん
。

『
寝
た
き
り
０
運
動
』
は
週
一
回
、

健
骨
体
操
と
水
中
運
動
を
兼
ね
て

い
る
の
で
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は

最
高
で
す
。
送
迎
も
し
て
下
さ
る
の
で
雪
の

日
も
雨
の
日
も
心
配
な
く
出
席
で
き
ま
す
。

入
会
し
て
い
る
人
達
は
も
う
10
年
以
上
続
け

て
い
る
方
が
多
く
、
み
ん
な
元
気
で
す
。

　

私
も
水
中
運
動
を
始
め
て
か
ら
風
邪
を

引
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
時
間
を
作
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

楽
し
い
で
す
よ
!!

チエ子さんと力作…墨絵「藤花睦風」

趣味も多彩…です
水中運動だけでなく、フラダンス、墨絵…
仲間とのおしゃべりを楽しみ、食生活にも気をつけておられます♡♡

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

滝沢章子
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



２月の新着図書
【大人の本】
●60代を中心に女性たちの生の声を集めた生きる
力と希望を与える一冊

　『夫をなくしてからのひとりの生き方』
　主婦の友社／編　主婦の友社
●本屋大賞2015ノミネート作品
　『怒り』
　吉田修一／著　中央公論新社
●本屋大賞2015ノミネート作品
　『ハケンアニメ！』
　辻村深月／著　マガジンハウス

【子どもの本】
●０歳から２歳向けの赤ちゃん絵本
　『ととけっこうよがあけた』
　こばやしえみこ／案　こぐま社
●アメリカ図書館協会優良児童図書選定
　『ヘレン・ケラーのかぎりない夢』
　ドリーン・ラパポート／文　国土社
●第87回アカデミー賞の長編アニメ映画賞を受賞
　『ベイマックス』
　ワダ　ヒトミ／文　KADOKAWA
その他、32冊が新着となっております。
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ドクター・スース／作　　いとう　ひろみ／訳　河出書房新社

『きみの行く道』

　現代のマザーグースと言われるドクター・スースが
86 歳の時に発表した、人生のさまざまな出発のときに
勇気をもらえる絵本です。

　

３
月
は
旅
立
ち
の
季
節
で
す
ね
。そ
こ

で
、今
月
の
１
冊
で
は
、年
齢
に
問
わ
ず
新

し
い
人
生
に
踏
み
出
そ
う
と
い
う
人
に
贈

る
人
生
の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
た
絵
本
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
絵
本
は
１
９
９
０
年
に
発
表
さ

れ
、子
ど
も
の
絵
本
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
２
年
間
以
上
登
場
し
、世
代
を
超
え
た

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。内
容

を
少
し
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

―
人
生
に
は
い
い
時
も
悪
い
時
も
あ
り
ま

す
。当
然
、ひ
と
り
道
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

き
み
は
、ま
よ
い
こ
み
ま
す
、す
す
む
に
つ

れ
て
、奇
人
変
人
の
あ
い
だ
に
ま
よ
い
こ
ん
で
。

だ
か
ら
、一
足
、一
足
、ま
ち
が
い
な
く
歩
い
て

い
く
こ
と
。用
心
し
て
、機
転
を
き
か
し
て
、一

歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と
。わ
す
れ
ち
ゃ
い
け
な
い

《
休
館
日
》

　

３
月
30
日
㈪
・
４
月
27
日
㈪

手塚治虫の代表作

−半戸　一成さんから

著者／手塚治虫　出版社／秋田書店

僕
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
、
中
学

生
の
時
で
し
た
。
当
時
は
手
塚
治
虫
さ
ん

の
作
品
が
好
き
で
、『
ブ
ッ
ダ
』
や
『
火

の
鳥
』
な
ど
も
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、

中
で
も
『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
に
特
に

ハ
マ
っ
て
い
ま
し
た
。

主
人
公
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
少
年

時
代
に
自
宅
近
く
に
処
理
さ
れ
ず
に
残
っ

て
い
た
不
発
弾
に
よ
る
爆
発
で
大
け
が
を

負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
い
た

母
親
は
そ
の
爆
発
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
医
者
の

尽
力
に
よ
っ
て
主
人
公
は
一
命
を
取
り
留

め
る
の
で
し
た
。

自
分
と
母
親
を
ひ
ど
い
目
に
合
わ
せ
た

憎
し
み
を
、
そ
の
事
故
の
原
因
と
な
っ
た

不
発
弾
処
理
に
関
わ
っ
た
人
物
に
向
け
、

自
分
と
同
じ
苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
る
復
讐

を
計
画
し
ま
す
。

憎
し
み
に
生
き
る
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

ブラックジャック
紹介する本

石
い し か わ

川　潤
じ ゅ ん

さん （上郷逆巻）

の
は
、機
敏
に
、柔
軟
に
っ
て
こ
と
で
す
よ
。

　

そ
れ
で
、き
み
は
成
功
す
る
の
か
っ
て
？

も
ち
ろ
ん
、し
ま
す
よ
、そ
り
ゃ
も
う
ぜ
っ
た

い
！
―

　

人
生
の
成
功
は
わ
た
し
た
ち
自
身
の
中

に
あ
る
と
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
す
。贈
り

物
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
絵
本
で
す
。図

書
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　

先
月
に
引
き
続
き
、津
南
町
公
民
館
図

書
室
で
最
近
３
か
月
以
内
に
多
く
貸
し
出

さ
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。今
月
は
一
般
書

で
す
。

○
１
位（
６
回
貸
出
）

『
な
ぜ
か
誰
も
教
え
な
い
60
歳
か
ら
の
幸
せ
の
条
件
』

石
川
由
紀
／
著　

情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局

○
同
率
２
位（
５
回
貸
出
）

『
殉
愛
』　　
　

百
田
尚
樹
／
著　

幻
冬
舎

『
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が
１
年
で
偏
差
値
を

40
上
げ
て
慶
應
大
学
に
現
役
合
格
し
た
話
』

坪
田
信
貴
／
著　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
だ
れ
で
も
で
き
る
イ
ネ
の
プ
ー
ル
育
苗
』

農
山
漁
村
文
化
協
会
／
編
集

農
山
漁
村
文
化
協
会

○
同
率
５
位（
４
回
貸
出
）

『
人
生
は
ニ
ャ
ン
と
か
な
る
！
』水
野
敬
也
・

長
沼
直
樹
／
著　

文
響
社

『
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
お
い
し
い
厳
選
！

野
菜
レ
シ
ピ
』

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社
／
監
修

新
星
出
版
社

　

な
お
、ラ
ン
キ
ン
グ
は
津
南
町
公
民
館

図
書
室
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
誰
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

広報ライブラリー
今月の１冊

3月 −弥
や よ い

生−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

来ら
い

春し
ゅ
ん

の
桜さ

く
ら

の
蕾つ

ぼ
み

守ま
も

ら
ん
と

　
　
妻つ

ま

と
二ふ

た
り人
で
幼よ

う
ぼ
く木
縛し

ば

る
（
中
子
池
の
桜
）	

山
本
　
光
一

勤つ
と

め
終お

え
帰か

え

る
車く

る
ま

の
窓ま

ど

に
見み

て

　
　
明あ

か

る
き
月つ

き

と
併へ

い
そ
う走
し
行ゆ

く	

津
端
　
恵
子

二に

メ
ー
ト
ル
を
超こ

え
る
雪ゆ

き
か
べ
つ
づ

壁
続
く
道み

ち

　
　
速そ

く

度ど

標ひ
ょ
う

識し
き

を
頼た

よ

り
に
左さ

折せ
つ

す	

貝
澤
　
圭
子

冬ふ
ゆ

晴ば

れ
に
乾か

わ

け
る
路み

ち

に
寝ね

そ
べ
り
て

　
　
猫ね

こ

は
手て

足あ
し

を
日ひ

に
向む

け
伸の

ば
す	

関
谷
　
郁
子

街ま
ち
な
み並
を
白し

ろ

く
く
す
ま
せ
と
め
ど
な
く

　
　
細こ

ま

か
き
雪ゆ

き

の
降ふ

り
続つ

づ

き
た
り	

恩
田
　
久
美
子

三さ
ん

十じ
っ

歳さ
い

越こ

え
し
初は

つ
ま
ご孫
に
祖そ

ふ父
か
ら
の

　
　「
す
て
き
な
恋こ

い

が
実み

の

る
飴あ

め

」届と
ど

く（
老
人
会
旅
行
み
や
げ
）	
丸
山
　
直
子

雨あ
め

を
呼よ

ぶ
雲く

も

わ
き
出い

で
て
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

の

　
　
屋や

ね根
の
瓦か

わ
ら

の
色い

ろ

濃こ

く
見み

ゆ
る	

小
野
寺
　
恒
代

雪ゆ
き

消ぎ

え
の
軒の

き

端ば

に
溜た

ま

る
春は

る

の
陽ひ

に

　
　
漬つ

け
も
の
お
け

物
桶
を
洗あ

ら

ひ
干ほ

し
た
り	

樋
口
　
康
子

新あ
た
ら

し
き
三さ

ん
ね
ん年
日に

っ

記き

の
一
ペ
ー
ジ

　
　「
感か

ん
し
ゃ謝
」
の
語こ

と
ば

を
座ざ

右ゆ
う

の
銘め

い

と
す	

内
山
　
キ
ク

汗あ
せ

し
つ
つ
草く

さ

を
引ひ

き
ゐ
る
傍そ

ば

に
来き

て

　
　
鳴な

け
よ
山や

ま
ば
と鳩
吾わ

が
慰な

ぐ
さ

め
に	

麻
績
　
初
恵

わ
が
命い

の
ち

終お
わ

る
日ひ

近ち
か

し
と
思お

も

ふ
と
き

　
　
母は

は

の
供く

養よ
う

を
今い

ま

せ
む
と
決き

む	

滝
沢
　
勝
枝

節せ
つ
ぶ
ん分
が
過す

ぎ
て
も
寒さ

む

き
氷ひ

ょ
う

点て
ん

下か

　
　
津つ

南な
ん

に
春は

る

の
気け

配は
い

す
ら
な
し	

風
巻
　
京
子

森も
り

を
越こ

え
田た

原ば
ら

吹ふ

き
く
る
北き

た
か
ぜ風
の

　
　
ヒ
ュ
ル
ル
ル
ヒ
ュ
ル
ル
と
寂さ

び

し
さ
運は

こ

ぶ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

入い

り
つ
日ひ

の
く
れ
な
ゐ
に
染そ

ま
る
稜り

ょ
う

線せ
ん

の

　
　
雪ゆ

き

お
も
む
ろ
に
黒く

ろ

き
翳か

げ

な
す	

鈴
木
　
綾
子

知し
れ
と
こ床
の
岬み

さ
き

へ
向む

か
ひ
辿た

ど

り
来き

し

　
　
海う

み

沿ぞ

ひ
の
道み

ち

は
こ
こ
に
尽つ

き
た
り
（
相
泊
）	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

石い
し
が
き垣
に
積つ

も

り
し
雪ゆ

き

は
円ま

ろ

や
か
に

　
　
寿す

し司
を
真ま

ね似
か
の
の
字じ

に
巻ま

か
る	

板
場
　
寛

冬ふ
ゆ

晴ば

れ
の
温ぬ

く

き
窓ま

ど

辺べ

に
寄よ

り
添そ

い
て

　
　
爪つ

め

切き

り
や
り
し
亡は

は母
を
偲し

の

び
ぬ	

柳
沢
　
チ
ヨ

老お

い
た
る
が
朝ち

ょ
う
し
ょ
く食
作づ

く

り
に
お
掃そ

う

除じ

と

　
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
順じ

ゅ
ん

に
こ
な
し
ぬ	

富
沢
　
キ
ミ

春は
る

め
き
し
お
昼ひ

る
や
す休
み
の
商し

ょ
う

店て
ん
が
い街

　
　
制せ

い
ふ
く服
の
女ひ

と

ら

性
等
さ
ざ
め
き
て
過す

ぐ	

　
島
田
　
眞
之

個
人

バ
ー
ス
デ
イ
祝い

わ

い
頂い

た
だ

き
好よ

き
日
な
り

　
　
ケ
ー
キ
、
ス
シ
な
ど
喰は

み
て
嬉う

れ

し
く	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

風か

ぜ邪
三い

っ
か日
脈み

ゃ
く

絡ら
く

の
な
き
夢ゆ

め

ば
か
り	

千
年
雄

障し
ょ
う

子じ

三さ
ん
ず
ん寸
開あ

け
て
炬こ

燵た
つ

に
猫ね

こ

を
呼よ

ぶ	

芳
　
司

降ふ

る
雪ゆ

き

や
妻つ

ま

の
逃の

が

さ
ぬ
安や

す
う
り売
日び	

房
　
良

母は
は

の
味あ

ぢ

継つ

ぎ
て
寒か

ん

九く

の
と
ろ
ろ
汁じ

る	

れ
い
子

気き

が
つ
け
ば
雪ゆ

き

や
み
枝え

だ

は
星ほ

し
や
ど宿
す	

壽
　
子

雪ゆ
き
お
ろ卸
し
老お

い
の
手て

ま間
賃ち

ん

酒さ
け

一い
っ
ぽ
ん本	

冬
詩
子

雪ゆ
き
か
べ壁
に
訪た

づ

ね
る
家い

え

を
通と

お

り
過す

ぎ	

貞
　

我わ

が
町ま

ち

に
雪ゆ

き

降ふ

っ
て
ゐ
る
テ
レ
ビ
か
な	

酔
　
花

雪ゆ
き

の
上う

え

交こ
う

差さ

点て
ん

あ
り
獣け

も
の

跡あ
と	

渡
　
舟

着き

ぶ
く
れ
て
も
の
取と

り
落お

と
し
苦に

が
わ
ら笑
ひ	

妙
　

何な
に

の
芽め

を
守ま

も

る
か
厚あ

つ

き
藁わ

ら

蒲ぶ

団と
ん	

東
　
川

冬ふ
ゆ
ぼ
う帽
に
目め

も
か
く
れ
た
り
登と

う
こ
う校
児じ	

美
　
恵

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
失
い
か
け
て
い
た
自

分
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
医
者
を
心
か
ら

尊
敬
し
、
人
一
倍
命
を
大
切
に
す
る
医
者

と
し
て
生
き
て
い
き
ま
す
。
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
憎
悪
と
、
ど
ん
な
手
を
尽

く
し
て
も
助
か
り
そ
う
に
な
い
生
命
を
救

い
だ
そ
う
と
す
る
慈
悲
深
さ
を
兼
ね
備
え

て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
医
師
人
生

を
、
ゆ
っ
く
り
歩
ん
で
い
く
、
そ
ん
な
物

語
で
す
。

こ
の
物
語
に
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
ピ
ノ
コ

を
初
め
に
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
物
が

登
場
し
ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と

て
も
個
性
豊
か
で
、
ど
の
関
わ
り
も
主
人

公
に
影
響
を
与
え
る
大
事
な
場
面
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
登
場
人
物
に
ギ

ャ
グ
要
素
も
満
載
で
、
緊
張
感
の
あ
る
場

面
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
場
面
が
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

作
品
の
優
れ
た
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

紹
介
は
暗
め
な
内
容
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
で
だ

れ
で
も
楽
し
め
る
作
品
で
す
。
一
話
完
結

型
が
基
本
の
作
品
な
の
で
、
ど
の
話
か
ら

読
ん
で
も
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
気
軽
に
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

次
回
は
、
野
球
が
大
好
き
な
（
僕
も
好

き
で
す
が
）
保
坂
光こ
う

棋き

さ
ん
に
リ
レ
ー
し

ま
す
。



いきいき
大好き
津南町
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あ
な
た
は
よ
く
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

睡
眠
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
よ
う

　

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
は
、
良
い
睡
眠
が
支
え
て
い
ま
す
。
人
は
眠
っ
て
い
る
間
に
体
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
、
記
憶
の
整
理
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
睡
眠
の
良
否

は
、
睡
眠
環
境
や
起
き
て
い
る
間
の
生
活
習
慣
な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
自
分
自
身
の
睡
眠
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
現
代
人
の
５
人
に
１
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

睡
眠
不
足

　

あ
な
た
は
、
現
在
の
睡
眠
時
間
で
、
十
分
休

養
を
と
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　
「
睡
眠
を
十
分
と
れ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た

人
の
半
数
以
上
は
睡
眠
時
間
が
６
時
間
未
満
の

人
だ
そ
う
で
す
。
睡
眠
時
間
が
６
時
間
を
切
る

と
、
睡
眠
不
足
を
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

い
ま
、
現
代
人
の
５
人
に
１
人
は
睡
眠
不
足

や
睡
眠
の
質
が
悪
い
ま
ま
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
眠
ら
な
い
・
眠
れ
な
い
状
態
が

長
く
続
く
と
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、

血
圧
や
血
糖
値
が
上
昇
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣

病
を
ま
ね
く
原
因
に
な
り
ま
す
。
精
神
的
に
も
、

思
考
力
・
注
意
力
が
下
が
っ
て
作
業
ミ
ス
が
多

く
な
る
な
ど
、気
分
的
に
も
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

■「
不
眠
」の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン

　

睡
眠
障
害
の
中
で
、最
も
多
い
の
が
「
不
眠
」

で
す
。「
不
眠
」
に
は
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？

【
入
眠
障
害
】
寝
床
に
入
っ
て
も
、
30
分
以
上

寝
付
け
な
い
状
態
が
続
く
。

【
中
途
覚
醒
】
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
、

再
び
眠
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

【
早
朝
覚
醒
】
予
定
の
時
間
よ
り
も
、
２
時
間

以
上
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う
。

【
熟
睡
障
害
】
睡
眠
時
間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
、

ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
感
じ
が
し
な
い
。

 

■「
不
眠
」と「
う
つ
病
」の
関
係

　
「
不
眠
」
は
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気

の
初
期
症
状
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

実
は
、
う
つ
病
患
者
の
９
割
に
不
眠
症
状
が

見
ら
れ
た
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

不
眠
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
は

う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

慢
性
的
な
不
眠
が
う
つ
病
に
移
行
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

■
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
危
険

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
眠
く
な
り
ま
す
が
、

睡
眠
の
質
は
悪
く
な
り
、
夜
中
に
目
覚
め
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
利
尿
作
用
も
あ
る
た
め
、
途

中
で
ト
イ
レ
に
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
な

り
、
か
え
っ
て
睡
眠
障
害
が
悪
化
す
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徐
々
に
た
く
さ
ん
お
酒
を
飲
ま
な
く

て
は
眠
れ
な
く
な
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

■
睡
眠
薬
は
ク
セ
に
な
る
？

　

不
眠
の
治
療
に
は
、
睡
眠
薬
が
処
方
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
「
薬
を
飲
ま
な
い

と
眠
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
す

る
人
が
い
ま
す
が
、
現
在
の
睡
眠
薬
は
進
歩
し

て
お
り
、
副
作
用
や
依
存
性
の
心
配
は
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
師
の
指
示
に
従
っ
て

適
正
に
服
用
す
れ
ば
、
不

眠
治
療
の
大
変
有
効
な
手

段
に
な
り
ま
す
。

 

■
３
月
は
、「
新
潟
県
自
殺
対
策

　
　
　
　
　
　
　

強
化
月
間
」で
す

　

新
潟
県
の
平
成
25
年
の
自
殺
者
数
は
６
０
５

人
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
に
よ
る
死
亡

率
は
26.

１（
全
国
20.

７
）と
、全
国
で
も
ワ
ー

ス
ト
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
自
殺
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
自

分
自
身
の
体
調
に
目
を
向
け
、
過
信
せ
ず
、
早

め
の
相
談
・
受
診
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

◆
津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
４

◆
十
日
町
保
健
所

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
２

◆
新
潟
い
の
ち
の
電
話
（
長
岡
）

　

℡
０
２
５
８
‐
３
９
‐
４
３
４
３

◆
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
１

◆
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５
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彼
岸
の
由	

来

春
分
と
秋
分
を
中
日
と
し
て
、前
後
３
日
ず
つ

の
合
計
７
日
間
を
仏
教
の
信
仰
者
は
彼
岸
と
呼

ん
で
い
ま
す
。お
寺
で
は
僧
侶
の
読
経
や
説
教
が

行
わ
れ
ま
す
。仏
教
信
徒
は
菩
提
寺
や
お
墓
に
お

参
り
す
る
の
が
、日
本
の
風
習
に
な
っ
て
い
ま
す
。

津
南
で
は
前
日
ま
で
に
お
墓
に
出
か
け
、掃

除
な
ど
、彼
岸
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
す
。春
の

彼
岸
に
は
、雪
の
中
か
ら
お
墓
を
掘
り
出
し
、参

拝
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
す
。豪
雪
の
春
の

と
き
な
ど
は
、お
墓
の
掘
り
出
し
が
大
変
な
の
で
、

雪
の
祠
を
つ
く
り
ま
す
。そ
の
雪
の
祠ほ
こ
ら

を「
雪ゆ
き

墓は
か

」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。（
私
の
聞
き
取
り
で
は
、近
隣

の
町
村
の
集
落
で
は
、豪
雪
時
に
雪
墓
を
つ
く
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、旧
十
日
町
市
で
は
こ
の

風
習
は
な
い
よ
う
で
す
。）

小
川
直
之
著『
日
本
の
歳
時
伝
承
』「
彼
岸
と

社
日
」に
よ
り
ま
す
と
、「
彼
岸
」と
い
う
表
現
は

平
安
時
代
中
期
の『
宇う

津つ

保ほ

物も
の

語が
た
り

』に
見
え
る

そ
う
で
す
。ま
た
、『
源
氏
物
語
』の「
行み
ゆ

幸き
の

巻ま
き

」に

は
２
月「
16
日
彼
岸
の
は
じ
め
に
て
、い
と
よ
き

日
な
り
け
り
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。藤ふ
じ

原わ
ら
の

頼よ
り

長な
が

の
日
記『
台だ
い

記き

』の
久き
ゅ
う

安あ
ん

６
年（
１
１
５
０
）に

は
、２
月
19
日
か
ら
七
日
間
が「
彼
岸
」で
、沐も
く

浴よ
く

し
て
淨じ
ょ
う

衣い

に
着
替
え
て
清
ら
か
な
筵む
し
ろ

の
上
で
潔け
っ

斎さ
い

し
、不
動
尊
に
向
か
っ
て
呪ま
じ
な

い
の
言
葉
を
七
日

間
に
十
万
遍
唱
え
る
と
と
も
に
、毎
日
金こ
ん

剛ご
う

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う

を
唱
え
、さ
ら
に
春
日
大
社
に
願
い
を
か
け

る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。平
安
時
代
の

中
・
後
期
に
は
、「
彼
岸
」は
年
中
行
事
と
し
て
公く

家げ

た
ち
の
世
界
で
は
一
般
化
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

延え
ん

暦り
ゃ
く

25
年（
８
０
６
）に
朝
廷
か
ら「
五ご

畿き

内な
い

七し
ち

道ど
う

諸し
ょ

国こ
く

」へ
、国
分
寺
の
僧
侶
に
春
分
・
秋
分
を
中

心
と
す
る
７
日
間
に「
金こ
ん

剛ご
う

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

密み
っ

経き
ょ
う

」を

読
ま
せ
る
命
令
が
出
て
い
る
の
が
元
に
な
っ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
彼
岸
」と
い
う
行
事
名
は
、金
剛
般
若
波
羅

密
経
の「
波
羅
密
」が
彼
岸
に
至
る
意
味
を
も
つ

こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。彼
岸
に
到
る
た
め

に
は
、金
剛
般
若
波
羅
密
経
を
唱
え
る
こ
と
で
此し

岸が
ん

の
煩
悩
を
離
れ
、彼
岸
に
あ
る
仏ほ
と
け

菩ぼ

薩さ
つ

の
悟
り

の
世
界
に
到
れ
る
と
の
教
え
で
、『
源
氏
物
語
』の

「
よ
き
日
」は
、彼
岸
行
事
に
は
自
己
救
済
の
意

味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
以
降
は
、彼
岸
の
７
日
間
の
飲
食

な
ど
は
贅ぜ
い

を
慎
み
、沐
浴
な
ど
を
し
て
心
身
を
清

め
、７
日
間
を
信
心
深
く
暮
ら
す
の
が
本
筋
の
暮

ら
し
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

仏
教
信
仰
の
深
か
っ
た
先
祖
は
そ
の
よ
う
な

暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、現
在
で
は

墓
参
り
の
形
だ
け
が
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
考
え

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

新
年
度
は
４
月
13
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
教
室
を
開
始
し
ま
す
。

春
は
始
ま
り
の
季
節

お堂の所在　失念

不動明王

　

い
よ
い
よ
３
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
ふ
き

の
と
う
や
つ
く
し
が
芽
を
出
し
始
め
、
春
を
迎

え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、
９
千
人
を
超
え
る

皆
さ
ん
と
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
つ
な

が
り
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
年
度

も
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、「
始
ま
り
」や「
ス

タ
ー
ト
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
春
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

現
在
、
Ｔ
ａ
ｐ
で
は
新
年
度
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
会
員
に
な
る
と
一
般
の
参
加
者
よ
り

も
低
価
格
で
参
加
で
き
ま
す
。
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
、
心
と
体
の
健
康
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

卓球交流会の様子

※教室の会場は津南町総合センターです。ロコチャレ60のみそだき苑です。
※詳細や不明な点はTap事務局（津南町総合センター内℡025-765-5776）まで。

　

新
年
度
は
４
月
13
日
㈪
か
ら
教
室
を
開
始
し

ま
す
。
４
月
に
入
っ
て
２
週
間
ほ
ど
教
室
の
開

催
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

イベント 日程 教室 日程 時間

登山/ハイキング 春・秋
エアロビクス

月曜 10：30-11：30

ハロウィン
パーティー 10月下旬 月曜 19：00-20：00

クリスマス
パーティー 12月下旬

ピンポン卓球
月曜 20：00-21：30

豪雪地面出し競争 3月下旬 水曜 13：30-15：30

カルチャークラブ 随時 ロコチャレ60 火曜 10：30-11：30

キッズわんぱくランド 随時 子ども事業 学校等を通じて通知

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

214
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子
供
の
花
粉
症薬

剤
科
　
　
小
島
　
司

花
粉
の
気
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。最
近

で
は
年
齢
に
関
係
な
く
突
然
発
症
さ
れ
て
び
っ
く

り
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。自
分

自
身
で
対
策
が
で
き
な
い
よ
う
な
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
花
粉
症
に
な
っ
た
場
合
、家
族
み
ん
な
で
気

を
配
り
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

外
に
出
る
と
き
は
、家
族
が
マ
ス
ク
な
ど
で

し
っ
か
り
花
粉
対
策
を
と
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

帰
宅
し
た
と
き
は
花
粉
症
で
な
い
家
族
の
方
も
含

め
、家
の
中
に
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す

る
習
慣
も
大
切
で
す
。ま
た
、背
の
低
い
子
供
は
家

の
中
で
も
舞
い
上
が
っ
た
花
粉
を
大
人
よ
り
も
吸

い
込
み
や
す
い
の
で
こ
ま
め
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ

う
。子

供
に
と
っ
て
も
花
粉
症
は
つ
ら
い
も
の
。睡

眠
不
足
や
集
中
力
の
低
下
か
ら
ケ
ガ
や
事
故
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、子
供
の

花
粉
症
は
気
管
支
喘
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な

ど
の
他
の
疾
患
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
治
療
を
受
け
、

家
族
で
協
力
し
て
子
供
か
ら
花
粉
を
遠
ざ
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

＜実施された行事＞
〔１月〕
	 23日	 一般質問締切
	 24日	 議会運営委員会
	 	 津南地域衛生施設組合議会
	 27日	 十日町広域事務組合議会
	 28日	 新潟県後期高齢者医療広域連合議会
〔３月〕
	3日～24日	 第1回定例会
	 11日	 総括質疑締切

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 3日	 県町村議長会議長会議
	 6日	 3市町村議会連携協議会
	 7日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 4800日 藤ノ木キミ(堂平)
 4400日 中村チエ子(堂平)
 3600日 高橋美佐子(見玉)
 3400日 涌井元實(宮野原)
 600日 渡辺秀子(正面)
 300日 櫻澤清子(船山新田)、藤ノ木今朝壽(太田新田)、

板場喜恵子(辰ノ口)
主な運動：健骨体操、テレビ体操、ウォーキング、
　　　　　ジョギングなど

健康体力づくり100日運動

　

２
月
に
年
金
機
構
か
ら
【
大
切
な
お

知
ら
せ
】
と
し
て
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
お
り
、
未

納
分
を
お
知
ら
せ
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
、
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

中
、
現
在
は
25
年
の
納
付
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
は
免
除
・
猶
予
期
間
も
含
み
ま

す
の
で
、
た
と
え
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
で
も
、
単
な
る
未
納
に
す
る
よ
り
、

免
除
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
安

心
で
す
。
年
金
受
給
は
、
老
齢
に
達
し

た
と
き
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一

の
と
き
は
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
と
し

て
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
納
付
月
数
が
足
り

な
い
と
、
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
万
一
に
備
え
て
保
険
料
の
納
付

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
免
除
申
請
は
２
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免
除
申
請
を
し

て
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
納

付
が
必
要
な
割
合
に
つ
い
て
未
納
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
納
付
月
数
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
【
半
額
免

除
】
と
い
う
決
定
の
場
合
、
残
り
の
半

額
を
納
付
し
な
い
と
、
単
な
る
未
納
と

同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

役
場
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

ハ
ガ
キ
を
開
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
に
つ
い
て
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）
　℡765ー 1600

　

津
南
町
と
十
日
町
市
の
境
界
に
あ
る
釜か
ま

川が
わ

は
、
左
岸
が
津
南
町
、
右
岸
が
十
日
町
市
で
す
。

　

こ
の
釜
川
に
は
七
つ
の
滝た
き

淵ふ
ち

（
一
番
滝
、
二

番
滝
、
三
番
滝
、
ゆ
り
釜
、
手て

洗あ
ら
い

釜が
ま

、
赤あ
か

淵ふ
ち

、

長な
が

淵ふ
ち

）
が
あ
り
七
ツ
釜
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

見
事
な
柱
状
節
理
の
岩
壁
は
、
約
７
０
０
万

年
前
か
ら
５
０
０
万
年
前
に
マ
グ
マ
が
固
ま
っ

た
も
の
で
、
元
は
海
底
に
あ
っ
た
も
の
が
隆り
ゅ
う

起き

し
て
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
昔
、
馬
場
村
（
現
：
十
日

町
市
馬
場
）の
太お
お

田た

新し
ん

右え衛
門も
ん

が
、

釜
の
主
で
あ
る
大
蛇
と
の
約
束
を

破
り
、釜
に
投と

網あ
み

を
投
じ
ま
し
た
。

す
る
と
大
蛇
は
怒
り
、
新
右
衛
門

の
家
に
身
体
を
７
回
り
半
巻
き
付

け
、
そ
の
恐
怖
で
新
右
衛
門
は
狂

い
死
に
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
11

七な
な

ツつ

釜が
ま（

国く
に

指し

定て
い

天て
ん
ね
ん然
記き

念ね
ん
ぶ
つ物
）

しあわせ♡応援隊から

を込めて
愛

例
年
よ
り
一ヶ
月
早
く
始
ま
っ
た
こ
の
冬
も
、探

せ
ば
春
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も「
し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊
」の
活
動
に

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
援
隊
で
は
、今
年
度
の
締
め
く
く
り
事
業

と
し
て
今
月
３
月
27
日
㈮「
キ
ッ
チ
ン
ジ
ジ
」で
、

独
身
男
女
の
交
流
の
場
を
設
け
ま
す
。お
い
し

い
お
酒
と
地
場
産
料
理
を
食
べ
な
が
ら
気
軽
に

男
女
が
交
流
で
き
る
場
を
提
供
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

最
近
、応
援
隊
で
は
一
つ
の
疑
問
が
湧
き
出

て
い
ま
す
。そ
れ
は「
も
し
か
し
た
ら
私
た
ち
が

し
て
い
る
こ
と
は
余
計
な
お
世
話
な
の
で
は
な

い
か
？
」と
い
う
こ
と
で
す
。知
り
合
い
の
話
に

耳
を
傾
け
る
と
、「
嫁
・
姑
問
題
と
か
大
変
そ
う
」

「
家
に
帰
っ
て
も
嫁
に
こ
き
使
わ
れ
そ
う
、愚
痴

が
う
る
さ
い
」な
ん
て
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。確

か
に
私
自
身
、結
婚
し
て
子
ど
も
も
で
き
て
自

分
の
時
間
と
い
え
る
も
の
は
皆
無
と
な
り
ま
し

た
。自
分
勝
手
な
浪
費
も
で
き
な
い
し
家
の
中

で
気
を
使
う
こ
と
も
多
い
で
す
。結
婚
は
我
慢

の
連
続
と
も
い
い
ま
す
が
、私
も
そ
う
思
い
ま

す
。た
だ
、そ
う
い
う
話
を
独
身
の
方
が
聞
い
て

誤
解
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う

の
で
す
。そ
れ
ま
で
別
々
の
家
族
が
あ
り
生
活

し
て
い
た
同
士
で
共
同
生
活
を
す
る
の
で
す
か

ら
、衝
突
も
我
慢
も
気
を
使
う
の
も
当
然
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
で
も
夫
婦
を
営
み
、家

族
を
続
け
て
い
く
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

結
婚
と
は
、そ
の
夫
婦
に
し
か
わ
か
ら
な
い

心
の
機
微
が
あ
り
、そ
う
い
う
我
慢
を
し
て
で

も
価
値
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
？
夫
婦
の
間
に
し

か
分
か
ら
な
い
気
持
ち
と
時
間
が
あ
る
か
ら
？

結
婚
を
損
得
で
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
こ

そ
、夫
婦
、家
族
で
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

私
も
結
婚
12
年
を
迎
え
、時
に
カ
チ
ン
と
く

る
こ
と
も
あ
り
衝
突
し
つ
つ
、そ
れ
で
も
日
々

の
生
活
の
中
で
癒
さ
れ
、励
ま
さ
れ
な
が
ら
、協

力
し
て
こ
れ
ま
で
き
ま
し
た
。と
も
に
数
少
な

い
味
方
で
あ
り
支
え
、よ
き
相
談
相
手
で
す
。

来
年
度
は
、気
軽
に
若
者（
独
身
）が
集
ま
る

時
間
を
定
期
的
に
設
け
、ど
ん
な
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
の
か
伺
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

最
終
目
的
は「
結
婚
」だ
と
し
て
も
、そ
れ
は

相
手
を
よ
く
知
り
、自
然
の
流
れ
の
中
で
お
互

い
そ
の
気
に
な
っ
て
か
ら
の
話
で
す
。ま
ず
は

色
々
な
人
と
出
会
い
、色
々
な
考
え
を
聴
い
て
、

自
分
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。今
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊　

板
場 

正
英（
辰
ノ
口
）

江戸時代の文人・鈴木牧之も著書『北越雪譜』に七ツ釜を描いているんだよ。

芦ヶ崎小学校１年　滝
たきざわ

沢　天
てん

花
か

さん



戸 籍 の 窓

小島　宏樹さん（芦ヶ崎）
柳　夕紀さん（十日町市 ) ｝
津端　拓耶さん（正面）
関　真理菜さん（長野県） ｝

■人口10,333（−14）　男5,043（−6）　女5,290（−8）

■世帯数3,581（1）　■転入／ 8　■転出／ 12　■出生／ 6　■死亡／ 16　■婚姻／ 2３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●なじょもんの入館料が無料に！
　4月1日より入館料が無料になります。

　季節ごとの企画展示や、津南町で

出土した土器や石器の展示、竪穴住

居7棟を復元した縄文ムラでの体験

実習など、五感を通して縄文を体験

できます。

　どうぞお気軽にお越しください。

●春季企画展「武谷大介　縄文トンネル」
　会　期／ 4月18日㈯
　　　　　　　～ 6月7日㈰
　雪国と縄文文化を感じるインス

タレーション作品が、アートの世界

にいざないます。

●バードウォッチング
　日　時／ 4月4日㈯　9：00 ～ 11：00
　　　　　 4月19日㈰　6：00 ～ 8：00 
　体験料／ 300円
　冬鳥と夏鳥の入れ替わりのこの時期は、さまざまな

鳥を観察できます。日の出の時間帯は、バードウォッ

チングに最適な時間です。早起きをして一緒に野鳥を

観察しませんか？

武谷大介　縄文トンネル

どんな野鳥に会えるかな？

縄文ムラでの火おこし体験

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります4月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈯ 9：00〜11：00 バードウォッチング　 300 低学年から

5日㈰ 10：00〜12：00 そば打ち 800 中学年から

11日㈯ 13：30〜15：30 バト帯づくり 800 高学年から

12日㈰ 13：30〜15：30 アンギン編み 1,000 中学年から

18日㈯ 13：30〜15：30 火おこしと弓矢づくり 500 低学年から

19日㈰ 6：00〜8：00 早朝バードウォッチング 300 低学年から

25日㈯ 13：30〜15：30 縄文人の食を探る〜探しに行こう春の味〜 400 低学年から

26日㈰ 10：00〜15：30 タカキビのほうきづくり 800 高学年から

29日㈷ 9：00〜11：00 ブナ林観察会 300 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

渡邊　禾
か の

野（結東） 泰成さん
 真紀さん
渡邊　未

み の

埜（結東） 泰成さん
 真紀さん

藤ノ木　旬
しゅん

太
た

郎
ろう

（正面） 聖治さん
 真衣さん

浦　柚
ゆず

生
き

（東京都） 俊明さん
 沙耶香さん

桑原　環
たまき

（貝坂） 隆宏さん
 悠さん

涌井　翔
しょう

太
た

（割野） 雅博さん
 絵里奈さん

中澤　悠
ゆう

吏
り

（十二ノ木） 友邦さん
 里美さん

村山　マサさん	 （96歳・十二ノ木）
清水　武友さん	 （82歳・田中）
石橋　久平さん	 （87歳・陣場下）
小林　ヨシさん	 （87歳・割野）
島田　正夫さん	 （85歳・赤沢）
関澤　勘治さん	 （83歳・美雪町）
清水　イトさん	 （97歳・田中）
石橋　カウさん	 （89歳・割野）
島田　昌子さん	 （51歳・赤沢）
津端　トメさん	 （89歳・外丸）
山田　ハツエさん	（72歳・正面）
久保田　ハツさん	（97歳・越手）
藤木　信義さん	 （87歳・米原）
宮澤　嘉吉さん	 （87歳・卯之木） 　

全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
津

南
は
い
つ
も
風
邪
が
流
行
り

ま
す
。

　

小
学
校
で
は
25
日
に
卒
業

式
を
迎
え
ま
す
が
、
無
事
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
た
だ
た
だ

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
度
で
閉
校
す
る
外
丸

小
学
校
と
中
津
小
学
校
。
卒

業
し
て
し
ま
う
と
、
普
段
、

あ
ま
り
立
ち
入
る
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
回
改
め
て
、

閉
校
記
念
式
典
や
取
材
な
ど

を
通
し
、
教
室
な
ど
に
あ
る

机
や
イ
ス
、
棚
な
ど
に
つ
い

た
、
い
ろ
い
ろ
な
傷
か
ら
、

そ
の
積
み
重
ね
た
歴
史
を
感

じ
ま
し
た
。

　

外
丸
小
学
校
、
中
津
小
学

校
。
１
４
０
年
間
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

津
南
小
学
校
で
行
わ
れ
た
外
丸

小
学
校
・
中
津
小
学
校
の
統
合
前
最
後
の
交
流
会

で
の
様
子
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
る
時

期
で
す
ね
。見
事
に
全
員
マ
ス
ク
で
す(

笑)


